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序 文 
 

 明治 43 年（1910）に建設された八千代座は江戸時代の雰囲気を残す芝居小

屋として、昭和 63 年（1988）に国の重要文化財に指定されました。その間、

昭和 40 年代末には閉館を余儀なくされましたが、八千代座の復興を願う市民

運動により、保存が図られることとなりました。 

その後、国庫補助を受け、平成 8年（1996）から平成 13 年（2001）にか

け、半解体修理を行ないました。 

現在は年間を通じて、市内外から多くの見学者が来訪され、山鹿市を代表す

る文化、観光拠点として親しまれております。 

また同時に、八千代座は著名な歌舞伎役者や演奏家の皆様からも注目される

存在であり、現役の芝居小屋として、毎年、多くの公演が行なわれておりま

す。 

 今回、八千代座の保存と活用をより円滑に進めるため、本計画を策定するこ

ととなりました。 

この計画が、八千代座に関係する全ての方々にとって、保存と活用に対する

認識と理解を深めるきっかけとなり、さらなる八千代座の魅力向上に寄与する

ならば幸いに存じます。 

なお、計画の策定にあたり、多大なご協力を賜りました文化庁、熊本県教育委

員会をはじめ関係者の皆様に、深く感謝申し上げます。 

 

令和 6年 1月 17 日 

 

山鹿市教育委員会 

                   教育長 堀田 浩一郎    
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例 言 
 

 

１．本書は、熊本県山鹿市山鹿 1499 番地に所在する重要文化財（建造物）八千代座の

保存活用計画である。 

 ２．本保存活用計画は令和 2年度から 4年度にかけ、山鹿市が事業主体となり国の補助

を受け策定した。 

３．本計画は、山鹿市教育委員会が、令和 2年に設置した「八千代座保存修理及び活用

に係る指導助言委員会」における提言を踏まえ策定した。 

  委員長  国立大学法人 熊本大学大学院教授    伊東 龍一 氏 

  委員   元公益財団法人文化財建造物保存技術協会 賀古 唯義 氏 

４．本計画の策定に当たって、文化庁および熊本県教育庁文化課の指導の下、以下の指

針や作成要領を参考として原案を作成した。 

「重要文化財（建造物）保存活用計画策定指針」（文化庁 1999 年）  

   「重要文化財（建造物）保存活用標準計画の作成要領」（文化庁 1999 年） 

   「国宝・重要文化財（建造物）の防火対策ガイドライン」（文化庁 2019 年改訂） 

 ５．本書の執筆・編集は、山鹿市から重要文化財（建造物）八千代座保存活用計画策定

業務を受託した株式会社修復技術システム熊本支店が行った。活用履歴については、

一般財団法人山鹿市地域振興公社の石橋和幸氏の協力を得た。 

 ６．本書で使用した写真は、出典を記載したもの以外は株式会社修復技術システム熊本

支店が撮影した。 

 ７．本計画書の名称・呼称について、以下のように定める。 

   平成 13 年（2001）10 月発行の「重要文化財八千代座保存修理工事報告書」p.28 お 

よび p.30 に示された「図 3-1-6 本書で使用する呼称」の呼称を原則として用いるこ 

ととする。 

但し、1階木戸口横の「西下足預」は本書では「事務室」とする。 

 ８．本計画は、令和 6年 4月 1 日から施行する。 

 ９．本計画の計画期間は、令和 6年 4月 1日から 10 か年とする。 
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